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防災施設の整備
響野原終末処理場は、平成 19年 度末を以つ

て、下水道の汚水処理を停止しておりました

が、今年2月、財産処分報告書が国土交通省

によって受理され、この度、防災拠点として

再整備する計画が示されました。

平成23年 度は、土地利用基本計画策定と

して、施設配置計画、法的制約条件の整理、

概略施設規模の検討が予定されています。

じむ災上必要な施設を再整備するとした計画

案では、次のような施設が予定されています。

① 耐震性貯水タンク

大規模な地震が発生した場合、市内各地

で水道施設の破損が予想される。復旧まで

の間、給水拠点として救護所、救護病院、

指定避難地への給水を行なう。

②防災用備蓄倉庫

災害用資機材、被災者用備蓄物資の

備蓄倉庫。また、富士市から他の自治

体へ支援に出向く際の資機材の保管。

③防災用ヘリポート

地震発生時に孤立する地区が予想 さ

れ、空路での飲料水等の運搬を行なう。

情諄 士市人代町にあるこの計画地は、和

田川に隣接 し、川の東側は今泉依田橋地

区の家屋や工場が、建ち並んでいます。

また海抜 3.3mと 低い土地で、江戸

時代に 「中吉原宿」が在 り、高潮により

壊滅的な被害を受け、宿場を移転 した歴

史も記されている土地でもあります。

6月 定例会では、防災拠点 としての整

備 とともに、周辺の市民の安全を確保で

きる施設整備を求めて質問致 しました。

再整備計目田 (露)

中吉原宿を襲つた大水害の記録が残る左富士神社
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